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講 座 名 称 

水辺の教室（親と子の水辺の教室・水辺の環境学習） 

 自然への愛着心を育むこと、私たちの暮らしと自然とのかかわりを考えることを学ぶ環境学習 

対象年齢 

 ・小学生（低学年～高学年）・中学生 ・高校生 ・一般 

対応可能人数 

 ～50人 

必要時間 

1.5時間 ～ 2.0時間 

講 座 概 要 

身近な河川などの水辺に親しみながら、そこに棲んでいる水生生物を観察・調査します。 

観察・調査した水生生物の種類と数から、河川の水質を判定します。 

豊かな河川を維持するために必要なことを考えてもらう体験型の学習です。 

講 座 内 容 

1.川の水質について 

 河川水質の区分と山口県内の水質状況について紹介します。 

2.実施内容の説明 

 水生生物やその採取方法について説明します。 

 ・水生生物による水質判定の概要 

・水生生物の紹介 

 ・水生生物の採取方法 

3.水生生物の採取 

 実際に河川に入って水生生物を採取します。 

4.水生生物の観察 

 採取した水生生物について種類や数を観察します。 

5.まとめ 

 水生生物を用いた河川の水質判定を行います。また、判定を行う際の注意点や豊かな河川を維持するために

必要なことを考えてもらう機会とします。 

 

 

 

その他 

当日使用する機材（下敷き、テキスト、バット、ザル、ピンセット、ルーペ、パネルなど）を事前に各地域の

管轄健康福祉センター(環境保健所)から貸し出しする手続きが必要です。 


